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Abstract 
The optimum reaction conditions for ethylene oxide production by the direct oxidation of ethylene 
have been investigated by applying the Box-Wilson technique. Both time fdctor and bath temperature 
are considered and the other factors are kept const丑ntin this paper. A central composite rotatable 
design in two variables has been carried out in the steady state， and equations have been derived 
so as to predict conversion to ethylene oxide， selectivity， space time yield， and heat release. The 






CH2=CH2十1/202= CH2 - CH2十29.2Kcal (280
oC) 
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方=f (x" X2……Xk) (3 ) 





の函数fの形は未知であるが， 因子の水準 XD X2・・・ Xkについてのあまり広くない範囲を考
えれば，万は多項式をもって表わす ζとができる。ん=2の場合には
可=sn+s，X， + s2X2 + sllX; + s22X;→s12X，X2+(3次以上の項) (5 ) 
と表わされる。まず第一次計画として一次係数を求めて最も急な傾斜に向って進み頂上附近に
達したならば，第二次計画として二次係数を推定し， (5)式の 8をその推定値 bで置換した式
に座標の変換を施し，次式の形とする。
y.-ys = Bl1Xl + B2X; (2) 
乙こで X"X2は X1，X2の直交変換座標，yは可に対する推定値，YSは停留点における Yの
債を表わす。 このような形に変形されればラ B"， B22の符号を調べることによって応答曲而の
形を察知することができる。 Boxらは 2次応答曲面をあてはめるための有効な新らしい実計計
画を提案した。





るヘよって定常状態に到達した後，実験範囲を timefactor O.500~2.500 g-catalyst.hr・1!-"浴


































247.3 -1 30.6 
247.3 -1 4l.2 
282.7 1 41.1 
282.7 1 43.2 
265.0 。 30.8 
265.0 。 43.3 
240.0 -1.414 31.0 
290.0 l.414 43.4 
265.0 。 42.8 
265.0 。 42.8 
265.0 。 41.0 



































Y Et.o = 42.30 +3.79x， +3.76x2 - 2.15x; -2.08x; -2.12x，x2 





っているかを知る ζ とが困難なので， (6)式のような標
準形とすると
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Yco， = 27.18+3.60x1+6.04x2ー 1.16x;ー 0.61x;+ 0.12x1x2 
YSel. = 60.90-1.06x1ー 3.39x2-O.llx; -O.14x; -0.92x1X2 
前節と同様な計算を Yco" YSel.について行ない，
分散分析表は省略するが，検定の結果はいずれも 2次式で充分適合できることが確められた。





この座標値は (7)，その座標は θYEt.o/'θx1=0， aYEt.o/θぉ=0を解いて引=0.58，x2=0.61。る。
(8)式から W/F = 1.91g-catalyst. hr・g-l， t=275.80C に対応する。又 YEt.oの最大値の推定値とし








わち WJF = 2.02， t = 265.4)で YEt.o=44.0%を得る。 このようにして YSel.=58.0， 60.0， 62.0， 





51 日 59 60 61 62 63 
Ysel. (悼)
























考えると YEt.o，YCOoはモJレパ{セントで表わされているので，転換2与を与える式 (10)，(12) 
にそれぞれの反応熱の 1/100を乗じて，両式を加算する乙とにより，木実験範囲での反応熱を
与える式としてJ欠式を得る。
YH = 98.5十12.5x1+ 20.2x2 -4.3xi -2.5x; -0.2xjx2 (15) 
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